
【メール DM 原稿入稿チェック一覧】 
 

１．メール件名はありますか？ 

メール DMは全角３０文字以内程度（推奨）の件名が必要です。 
全角３０文字を超えると相手のメールボックスに表示しきれないことが多いです。 
 

２．メール本文は２００行（２０００文字）程度ですか？ 

文字数は特に制限はございませんが、あまり長いメールは読まれないことがあるため 
２００行（２０００文字）程度の文章量がお勧めです。 
 

３．本文内の URL はすべて「https」ですか？ 

https（SSL通信対応）でない httpのURLでは配信することができません。 
理由はこちら P１５記載：https://faxdm.jp/doc_file/maildm.pdf 
 

４．メール本文はテキストデータですか？ 

テキストデータ形式のみ入稿可能です。 
（テキスト以外のWordや PDF、メールに文章張り付けではご入稿いただけません） 
 

５．原稿内容は配信基準を満たしていますか？ 

こちら：https://faxdm.jp/maildm/rule/ 
の記載通り、弊社では配信することができない原稿内容を定めています。 
配信基準を満たしているかご確認をお願い致します。 
 

６．原稿は BtoB（法人・事業者向け）の内容ですか？ 

※BtoC（コンシューマ向け）のコンテンツが含まれると判断された場合には 
特定電子メール法の関係で配信することができません。 
BtoC の内容は BtoB 向けに変更いただく必要がございます。 
（原稿内のみならず、原稿内URLのWEB サイトも対象です） 
 

https://faxdm.jp/doc_file/maildm.pdf
https://faxdm.jp/maildm/rule/


７．メール送信者の所在が明確になっていますか？ 

送信者の以下の情報が最低限必要です。 
※所在が明確でないと判断された場合には配信することができません。 
メール文面には以下の①～⑤情報が必要です。 
 ①会社名（もしくは屋号） 
 ②住所（番地名、建物名・部屋番号迄すべて記載） 
 ③電話番号 ※WEB サイト上のみ記載可 
 ④連絡がとれるメールアドレス 
 ⑤ご連絡先を含むWEB サイトのURL（会社概要のあるURL） 
 
できれば記載した方がよい情報（以下情報があると信用面で有利となります） 
 ⑥代表者名（フルネーム）※WEBサイト上のみ記載可 
 ⑦担当者名（姓のみ可） 
 ⑧固定電話番号 ※WEB サイト上のみ記載可 
 ⑨固定 FAX 番号 ※WEBサイト上のみ記載可 
 ⑩独自ドメインのメールアドレス（Gmail・Yahoo メール・プロバイダー提供アドレス以外） 
 ⑪独自ドメインのWEB サイトのURL 
 ⑫部署がある場合は部署名 
 ⑬支店の場合は支店名および本社所在地 
 

８．配信停止受付の文章は挿入されていますか？ 

※特定電子メール法ではこちら：https://faxdm.jp/doc_file/teishiran.txt 
の記載の通り、配信停止受付の文言を記載する必要があります。 
 

９．WEB サイトがない場合、資料 PDF・Google フォームはありますか？ 

メール DM は原稿内のURL（詳細はこちらとWEB サイト）に誘導することで効果を発揮
する広告媒体です。詳細情報がないと効果を得ることは難しいです。そのため、メール DM
で案内したい詳しい内容が WEB サイトとしてない場合にはチラシや資料などを PDF 化し
てURL にする必要があります。（PDFを頂ければURL化を無料で対応いたします） 
詳しい内容はこちら：https://faxdm.jp/?p=13520 
また、受付フォームがない場合には Googleフォームをご用意ください。 
Google フォーム作成方法：https://faxdm.jp/?p=14002 
※Googleフォーム作成のサポートをご希望でしたら 2万円（税別）となります。 

https://faxdm.jp/doc_file/teishiran.txt
https://faxdm.jp/?p=13520
https://faxdm.jp/?p=14002


１０．相手の情報（受信者）の情報を差込む場合、差込文字を使っていますか？

相手の情報を差込む場合{}で囲まれた文字を入れることで印字することが可能です。 
（違和感がでない範囲の頻度で差込文字のご利用をお願いしております） 
 
【差込文字一覧】※半角文字 
 ・相手の会社名：{COL1} 
 ・相手の代表者名：{COL5} 
 ・相手の業種名：{COL2} 
 ・相手の都道府県名：{COL3} 
 ・相手の市区町村名：{COL11} 
 ・配信停止URL：{DELURL} 
 ・相手のメールアドレス：{EMAIL} 
 
※代表者名を差込む場合、3万件以上の配信時には無料でご利用頂けます。 
3 万件未満では 1件あたり 1円が配信料とは別でオプション料金が掛かります。 
 

１１．宛名は入っていますか？（入っていないとクレーム増加の原因です） 

メール原稿本文の上部一行目に宛名を差込文字{COL1}＋敬称を記載し、相手の会社名は 
最低限いれていただきたいです。相手の会社名が原稿にないと、相手からすれば 
「無作為に配信してきている」という印象になりクレーム増加の原因となりますので、 
原則、宛名の挿入をお願いしております。 
宛名例としては・・・ ※相手の会社名が「株式会社 ABC」の場合 
 
{COL1} 御中  と原稿に記載すると→  株式会社 ABC 御中 
 
{COL1}      株式会社 ABC 
ご担当者様  と原稿に記載すると→ ご担当者様 
 
と相手の情報毎に印字されてメール配信されます。{COL5}の代表者名を入れる場合には 
 
{COL1}      株式会社 ABC 
{COL5}様  と原稿に記載すると→ 山田太郎様 
 
となります。経営者向けですと代表者名を差込むと 3倍の効果が出る統計があります。 



１２．機種依存文字を原稿内に使っていませんか？ 

機種依存文字と呼ばれる以下一覧はメール原稿内（件名および本文）では 
文字化けの原因となるためご使用いただけません。 
原稿内で以下の【原稿にご使用いただけない文字】を使っていないかご確認をお願いします。 
※機種依存文字チェックツール（外部ツール）：https://www.submit.ne.jp/tools/check 
で原稿を張り付けて文字化けしないかご確認いただけます。 
 

【原稿にご使用いただけない文字（機種依存文字等）】 

 
 
※機種依存文字とは 
その名の通り、各機種（Macや PC/AT、PC-98やUNIXなど）に依存し、互換性のない 
文字のことです。 
機種依存文字は、メールで使う JIS規格に規定されていないため、 
文字化けを起こして読めなくなることがあります。 
また、本来の機種依存文字には含みませんが、古い PC-98 シリーズで使えない文字や、 
特にインターネット上で誤動作を誘発する半角カナといったものもあります。 
 

https://www.submit.ne.jp/tools/check

